
令和８年度 白川中学校教育目標と重点努力事項                                  

〇 学校教育目標 

〇 本年度の重点努力事項 

１【「人間尊重の精神」の育成のために】 

（１）教育活動全体を通じた人権教育の充実 

 ・本校教育の基本理念を基盤とした生徒一人一人を大切にする教育活動の推進 

 ・ともに支え合いいじめを許さない学級・学年づくりの実践 

・生徒一人一人を大切にした主体的進路学習の充実 

・人権教育の視点を取り入れた生徒会活動，部活動の推進 

（２）生徒指導・生徒理解の充実 

 ・いじめや不登校へのきめ細かい対応と関係機関との連携強化 

 ・生徒理解のための専門的技術の習得 

 ・「あそふじ」運動の推進 

・SCや SSW、ユア・フレンド等の相談機関、関係諸機関の活用推進 

（３）特別支援教育の理解と推進 

 ・生徒のニーズに応じた適切な支援ができる校内支援体制の確立 

 ・特別支援教育の視点をすべての教育活動に取り入れることの推進 

 ・個別の支援計画の作成と実践 

・SST「しらかわタイム」の推進 

（４）防災・安全教育の徹底 

 ・防災・避難訓練の充実と命を大切にする安全教育の実践 

 ・情報モラル教育の推進 

２【「徳・知・体の調和のとれた教育」の推進のために】 

（１）確かな学力の向上 

 ・主体的・対話的で深い学びのある授業づくりの実践 

 ・生徒の興味関心を高める指導法の工夫改善 

 ・ICT・タブレット等を活用した授業の実践 

 ・校内研修の充実による授業力の向上 

（２）健やかな心身の育成 

 ・道徳授業の充実（学年で系統的計画的な授業の実施） 

 ・命を大切にする授業の実施（自殺防止教育や薬物乱用防止、性に関する指導、食育等） 

 ・昼休み等運動の場の確保と適正な部活動の推進 

（３）潤いのある環境づくり 

 ・「環境は人を育てる」生徒の主体的な清掃活動・緑化活動の推進 

 ・生徒会活動や部活動による福祉活動とボランティア清掃活動の推進  

・整理整頓され、安全安心な教育環境・職場環境づくりの推進 

・「教職員の働き方改革」の推進 

人間尊重の精神を基底に置き，本校の歴史と伝統を継承し， 

徳・知・体の調和のとれた教育の推進 


